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A－32 凍結パ ン生地ボパンのテクス斗 ヤーに及ぼ`す影響（胤婢 と油脂の影 響 ）

終息丈理大家攻　 有内尚 子

目的 凍結･ ＼'ン生地7 焼ヽ きあり` bif口こパ ン のテク ス手 ヤーは 。生地 を製造 投階の どめ葵

脊tヽ凍結‘するヵヽ によ 。て大 きく左右 さ れ、また解凍俊 の操作 に よ-, ても影響 さ れろ｡（醗聊

そ こで≒ 凍鮪･こよ ゐ/? ンのテタヌ､チャ-  の変化 をT£ゐ だけ少く すゐ ことき目的I:  し- 薦糖

t とラード’量 急変･え て嶼パ ン レ テ クス今。 － の比 較検討 き行 、rこ。

方 識　 爽績 奎屋根・りスト し ート ま によゐ パ ン生地 を。才 一な 醇 唆 ずス放き し、凍帥 しrこ

i  ペA ） と。 ｶﾞｽ 抜 き検整形 レ卓郎 した もダ）（8  ）のニ フに分 け、解凛 俊常却:<)^  り製

ﾉ?ンし 、その テクス手 。 －き渕吏 むμ。パ ン生地 は。芦 剱(  / ～／り ）とラ ード (  々 ～々

ぶ ）の冷加 量 としf; 。（い ず`れもヽI･支鼻､ 叶 するぶ)

結果　 原糖量t ≪:え ね時. 比島根･ま／ぶz･ は未凍紬
■ 
凍 結 とも差 はな いが 、凍結畦:地 で･

･よ、斧 加量ヵ<゙ ﾀく なゐ･こしrこが’つて禦ノでン性ヵA-向 上-し ていろ 。犀相量 川 司じ の時 、建i.

凝集 性 にはA-   Q 向白i とんど差 は なか っfこ。

凍綿/? ン生地 よ') 焼いに パ ンは=7  - ド` ●に 圓係り:く 硬く 呼り. 倅? 性 もケ い、itj右樟 る

うｰ ﾄﾞ゙量1: 関係 なく凍 紬iV きのもめ9 ＼:也 い、

以 下凍蛉t 地中の油朋 教パ ンのテ クスチ ャ ーに及 ぼ す影 響 に ついz  も差 べたい 、

A －33 ヤカ粉 のパンのテワ入千ヤ- にIk ぼt  ドウコンダ4 ンi･ナーの彩響
鳴島文理刄家政　 肩内尚手o 吉田康子　ム刎^ヽ チ

日的　 一般,乙ハ,ン弧友l二夜 吊さ れる/I、軋粉4.   クベ デンぞ■$.のり ヽ･ヽ鍬 ヵ駒 ，%  ふ専搾,ヵ

粉 が梗 用ざ,n でぃゐ。苓` り ま, ヂカ鳶 起梗 用L  て，蔵 力粉 てヽヽ焼,ヽten' ン,こ迷, ＼ t のき碍ゐ

こtt 回的 ヒして飢 隋政 のド ツ ］ンデ＼ シ・ ナ- き添 加 しt~ﾉ＼' ン のテ クス4 ヤー測 疋 訂i

U い， 戈の易1i ＼こつい て比,較検 討した。

射

て, 塩化 アン毛ニ ヤ八（N 臨M ）0,03%,  跳 敵力IしうノウA,(,CaSO^  ）印 タ茄（ 小 麦粉 に対

乍 りμ ）を汰ｶ0 しμ｡。tﾉ? ン活 は不トレ う 斌 でヽ , 焼 き£ けヽ異 パン にフ い てテワス 千 ヤ 一

と比 馴 如 測 吏り 籾 ，r- 。拝 複測 む 吋 タネ広 ，重量 は 自動 化 存大秤 によ り 使 しに

又，Zθ・・f  ･こ叉ラ イスし，n 粁r つ塩気 ビニリ尹 ン のラッ プ・で包藁後 ，室廬 で･ヽ戻 厦し，

ヤ

紘 栗| 守力鳶 焼ヽ^r^パンは，無 力粉 の/＼°ン に比 ベてに爵 齢お さヽい 熟 談 さ，凝 募

性 櫨 は，あ まり差 か 々ら れならre 。

2）/＼/H。Ci, U 釦At 加えゐ と，為 俵 加 州? ンよ') もやめ らかく,  荷 に ヂカ粉 に加えた場合

It,  弾 性値 が低く琢 ゐ嫂 向 が みら れ戸.

3）中 力粉 のハ・ン のYC 蓼稜 は，/VH4C にGiS 収 の冰 加によ り. 々・ 大 きくrぶゐか，強 ヵ粉 で

a  その靭

以 乱^  の杷 のﾄﾞｳ ］ン 尹`イシ ョナ ー^ 用いfこパ ンのテクスそr 一にフ いても述 べた い。




